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解説

★★ （1）

★ （2） P波を初期微動、S波を主要動という。

★★★ （3）

★★★★ （4）

★★★ （5） 震度は揺れの大きさ、マグニチュードは規模の大きさを表している。

★★★★ （6）

★★★★ （7） 地震が起きると建物の倒壊や、地中の水は噴き出してくる「液状化現象」が深刻な問題となる。

解説
★★★★ （1） 観察物が動かせすことができるときは、ルーペを目の近くに持ち、観察物を前後に動かしてピントを合わせる。

★★★ （2）

★★★★ （3）

★★★★ （4）

★★★★ （5）

★★★★ （6）

★★★★ （7） ごく近い地質時代にくり返しずれて活動した証拠がある断層を「活断層」といい、今後も地震を起こす可 能性がある。

沈み込みの地震のとき震源の深さは太平洋側は浅く、日本海になるほど深く
なっている。

記録された地震波の到着時刻と震源からの距離のグラフの延長戦を引くこと
で、地震の発生した時刻がわかる。図参照。

S波はP波よりも速度が遅いので、グラフは傾きが小さい方になる。グラフから
30ｋｍを10秒で進んでいるので、30÷10＝3ｋｍ/sとなる。

図1から、震源はB地点からが最も近いことがわかり、次にD地点から近いことが
わかる。これらを考えると、エとなる。

マグニチュードが異なる地震が発生した場合、地震の規模は異なるが、初期微
動継続時間は変わらない（ウ）。

地球内部において、地震が発生した場所を震源といい、その真上の地表の地点を震央という。小さなゆれが起こ
り、続いて激しいゆれが起こり、続いて激しいゆれが起こるまでの時間を初期微動継続時間という。

図1より初期微動継続時間を読み取ると18秒となり、表1からそれぞれの初期微動継続時間を計算すると、Aが6
秒、Bが11秒、Cが18秒、Dが30秒なので、Cが答えとなる。

まずは、P波の速さから求める　A36ｋｍ地点での初期微動の始まった時間は8時30分03秒、B地点60ｋｍ地点で
の初期微動の始まった時間は8時30分07秒この差は24ｋｍで4秒より、P波の速さは24÷4＝6ｋｍ/sとなる。よって
地震が発生した時刻は、36ｋｍ÷6＝6秒かかるので、A地点（8時30分03秒）から6秒前より、8時29分57秒となる。
初期微動継続時間から求める　　AとBでの初期微動継続時間はそれぞれ、6秒と10秒、24ｋｍで4秒の差が出るの
で、24÷4＝6ｋｍ/sの差がでる。よって、36÷6＝6秒となる、地震が発生した時刻は8時29分57秒となる。

地震計は、地震で地面がゆれても、アおもりとペンはほとんど動かないので、地震のゆれを記録することができ
る。P波はS波よりも伝わる速さが速い
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単元4 大地の変化
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